
リニアアンプの作り方

先月号の受信用プリアンプは、

うまくできましたか。

今回の受信用プリアンプには

第 1 図（第 1 図～第 5 図は 11

月号参照）に示したように、送

受信切り替えとフィルターを内

蔵させました。この送受信切り

替えやフィルターは今までだと

独立させて作っていたので、全

体のまとめのところでつなぐと

ころが、とても多くなってしま

っていました。

今回はこれらの部分を受信用

プリアンプの中に含めてみたの

ですが、プリント板の大きさの

バランスからみて、これは成功

だったようです。実際の動作上

でも、これで問題はありません。

さて、今月は第 6 図のように

残っているリニアアンプと電源

を作り、ケースの中に納めてブ

ースターを完成させることにし

ます。

では、リニアアンプの製作に

とりかかりましょう。50MHz の

リニアアンプについては、1981

年 6 月号で 2SC1969 を使った

AM 用のものを紹介しました。

これから作るものは、これと

全く同じものでもいいのですが、

今回は SSB 用ですので、パワ

ー・トランジスタの放熱はもっ

と簡単に済ますことができます。

そこで、『ハムのトランジスタ

活用』（CQ 出版社刊）の 173～

176ページで紹介した 21MHz帯

の電力増幅部の作り方でやって

みることにしました。また、せ

っかくもう一度作るのですから、

トランジスタも変えて東芝の

2SC2098 を使ってみることにし

ました。

2SC2098 は 27MHz 帯および

50MHz 帯無線送信機出力段用

（低電圧電源用）というもので、

出力電力 12W（PEP）の SSB ト

ランシーバー用となっています。

また、電力利得が大きい（f

＝28MHz、標準で 11.8dB）、VCC

＝17V のとき VSWR が無限大の

負荷を全位相変化させても（要

するにアンテナをつなぎ忘れて

も）破壊しない、といった特徴

も持っています。第 7 図に、

50MHz における入力電力対出

力電力特性を示しておきます。

では、製作にとりかかりましょ
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う。第 8 図が、50MHz の送信用

リニアアンプの回路図です。

  まず、VCC2が 2SC2098 にバイ

アスを供給する電源端子です。

本器の場合、電源は最初から安

定化された定電圧電源から供給

するつもりでいますので、『ハム

のトランジスタ活用』の 173 ペ

ージにある第 3-2-39 図のよう

に、電源から直接バイアスを供

給してもよいのですが、それだ

とバイアス調整用のバリオーム

（VR1）の負担が大きくなりま

す。

  ここでは、VR1 はふつうに入

手できる 10φの半固定VRを使

うことにしました。この 10φ の

半固定 VR の耐電力は、小型な

のに 0.5W もあります。でも、

直接接続すると負担が大きすぎ

るので、D2のツェナー・ダイオ

ード（RD6.8F は 1W 型）を使っ

ていったん 5V 近くまで電圧を

下げています。これで VR1は小

型のもので済みます。

  D3 と Tr2は、『ハムのトランジ

スタ活用』の電力増幅部で採用

した、ピーク表示用の LED を光

らせるためのものです。これは

出力表示用にもなります。

  なお、この LED はパネル面で

は PEAK INDI.（ピーク表示）と

いうようにします。

  では、第 8図の部分をそっく

りプリント基板の上に作ること

にして部品を集めましょう。

  第 2 表（11 月号の第 1 表のつ

づきです）が、リニアアンプの

使用部品の一覧表です。

  本器の心臓部であるトランジ

スタの 2SC2098は安価なもので、

半導体部品店なら

どこでも売ってい

ます。2SC2098 を

買うときには、付

属の絶縁板と絶縁

ワッシャを忘れな

いようにしてくだ

さい。

  東光の RF コイ

ルやアミドンのフ

ェライト・ビーズ

は、いずれもトヨ

ムラ・東ラジ店で

買えます。また、

セラミック・トリ
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マーの CV11C450 や CV11D500 に

ついては、11 月号で説明したとお

りです。

  第 9 図が、リニアアンプのプリ

ント・パターンです。基板の加工

が終わったら、D1 と Tr1、それに

放熱器を除いて、あとの部品を取

り付けましょう。

  本器では、放熱器の使い方がち

ょっと変わっています。詳しくは

『ハムのトランジスタ活用』の

175 ページに写真で示しましたが、

まず放熱器にトランジスタを取り

付けるための穴（4φ くらいがい

い）をあけ絶縁板にシリコン・グ

リスを塗って絶縁ワッシャととも

に取り付けます。

  放熱器にトランジスタを付け終

わったら、仮りにプリント基板に

取り付けてみます（まだ、ハンダ

付けはしないこと）。そして、第

10 図のようにバリスタの 1S1209

を、2SC2098 の放熱板のところに

ぴったりと押しつけるように取り

付けます。

  ここまでできたらプリント基板

に放熱器を取り付け、1S1209 とト

ランジスタの間に、シリコン・グ

リスを付けて熱結合を完全にしま

す。

  プリント基板に 1S1209 まで取

り付けたところと、放熱器まで取

り付けたところを写真に示します。

プリント基板の組み立てが終わ

ったら、VR1 によってバイアスの

調整をしておきましょう。

  DC12V の出る定電圧電源と、

DC100～250mA のメーター（テス

ターで OK）を二つ用意したら、

第 11 図のようにつなぎます。

  では、VR1 の抵抗を最大（500Ω）

になるようにして、DC12V を加え

てみましょう。すると M1、M2 と

もに少し指針が振れたでしょう。

異常がなければ、VR1 を回して

抵抗を減らしていってみます。す

ると IBが増えるにつれてアイドリ

ング電流 IDが流れ始めたでしょう。

そこでアイドリング電流がちょう

ど 100mAになるようにVR1を調整

します。このとき M2の IBが 30～

40mA になっていれば OK です。

これでバイアスの調整は終了です。

電源の作り方

次は、電源の製作です。このブ

ースターを使うときには、SSB ト

ランシーバーのほうの電源もこの

ブースターから供給することにす

ると、12V 2.5A ほどの電源が必要

になります。

  第 12 図が、製作する電源の回路

図です。ご覧のように 3 端子レギ

ュレーターに、電流ブースター用

のトランジスタを付けた定電圧電

源になっています。もちろん、電

流ブースター用のトランジスタに

は、放熱器が必要です。

  第 3 表が、電源の組み立てに必

要な部品の一覧表です。

  2SB557 を買ってくるときには、

絶縁板と絶縁ワッシャを忘れない

ようにしてください。

  シリコン整流器（SR）は 100V 3A

以上の整流ができるブリッジ整流
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器なら、どんなものでも使えます。

  第 13 図は、電源のプリント基板

のプリント・パターンです。この

プリント基板の上には、トランジ

スタの 2SB557 を除く部品を取り

付けます。

  電源基板の組み立てが終わった

ら、トランジスタは付けないまま

でいいですから、 IN の端子に

AC15～16V を加え、OUT の端子

に DC12V の得られることを確認

しておいてください。

全体の組み立て

  これで、受信用プリアンプとリ

ニアアンプ、それに電源がそろい

ました。そこで、ケースの中に

50MHz 用ブースターをまとめて

みることにしましょう。

  ケースは、第 14 図のように

50MHz SSBトランシーバーと重ね

て使うことを考えて、SSB トラン

シーバーと同じアイデアルの

SF-5 を使うことにしました。

  第 15 図が全体のつなぎ方で、第

4 表がケース入れに必要な部品の

一覧表です。

  本器をケースの中に納めるにあ

たってもっとも苦

心したのは、電源

トランス（PT）の

選定です。写真で

おわかりのように

ケースの中はいっ

ぱいで、電源トラ

ンスのスペースが

あまりありません。

  一方、電源のほ

うはブリッジ整流

でやるように作っ

たのでそれにした

がって電源トラン

スを捜したら、や

は り SINKO の

7Y1625（16V 2.5A）

というブリッジ整

流用の小型のもの

を規格表でみっけ

たのですが、これ

はもう製造してい

ないとのこと、そ

こで “これでどう

ですか ” と出されたのがこの

7X1513 です。

  7X1513 は本来はセンタータッ

プ式の両波整流用で、15V 1.3A の

巻線を二つ持っていて合計 2.6A

が取り出せるものです。

  そこで、電源のほうをセンター

タップ式に改造してもいいのです

が、お店の人の話では第 15 図のよ

うに二つの巻線を並列につないで

使ってもいいですよ…というこ
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とですので、それでやってみまし

た。

  その結果支障はなかったので、

第 16 図のように二次巻線を並列

につないで使っています。

  50MHz 用ブースターが完成し

たら、50MHz SSB トランシーバー

につないで、さっそく働かせてみ

ましょう。

  この場合、もちろん SSB トラン

シーバーの電源はブースターから

取ります。

ANT 端子に高周波電力計をつ

なぎ、SSB トランシーバーのとこ

ろでやったように、ツートーンジ

ェネレーターから 1000Hz のシン

グルトーンを入れて、リニアアン

プの調整をします。これで、ちゃ

んと 10W の出力が得られたでし

ょう。

*

この 50MHz 用ブースターは、他

の出力が 2～3W の SSB トランシ

ーバーにつないで使うこともでき

ます。

その場合には、送受信切り替え

の方法を変えなければなりません

が、その方法については『ハムの

トランジスタ活用』の 219 ページ

に紹介してありますので、参考に

してください。

口
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